ゴムシート防水再生工法
施工要領書
（貴社名）
１．　総則　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　１．１　適用範囲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　本施工要領書は、　　　　　　　　　　　工事のうち、　　　　　　　　　に　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　に適用し、作業が効率よく円滑に行われることを目的とする。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　１．２　変更疑義　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　本施工要領書の内容について、変更・訂正の必要が生じた場合、あるいは記載　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　外の事項で重要な問題が生じた場合は、関係者協議の上、積極的に変更あるい　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　は追加を行う。決定した変更及び追加事項については、職長及び関係作業員へ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　周知徹底を図る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２．　一般事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　２．１　工事概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　１）工事名称　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　２）工事場所　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　３）建物名称　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　４）工　　期　：平成　　年　　月　　日～　　月　　日　　　　　　　　　　　　　　
３．　シート接合部剥がれの補修
・剥がれ部の清掃
　　　剥がれ部の上のシートを持ち上げ、接着箇所のゴミ、水分を取り除く。重ね端末の継ぎ目を中心に、ゴムシートの表面幅約２０cmを清掃する。

・脆弱なトップコートの除去
　　　接合部を中心に両側４～５㎝幅の範囲のトップコートの脆弱な部分は、ワイヤーブラシ等で除去する。
・接着剤の調合
　　　ゴムエースの主剤と硬化剤を質量比で１：１の割合で混合用の容器にとり、ヘラで均一になるまで混合する。主剤と硬化剤の容器は必ず密栓する。

・ 接着剤の塗布
  　　剥がれ箇所の上のシートを持ち上げながら、専用のクシベラ又は刷毛で、下のシート（片面のみ）に塗布する。くし目をかく方向は継ぎ目方向とする。
標準塗布量　約０．４kg／㎡
・シートの張り付け
  　　ゴムエース塗布、後直ちに上のシートを張り付け、ハンドローラーでゴムエースが継ぎ目から養生テープにはみ出るまで圧着して、はみ出たゴムエースで継ぎ目段差をシールする。

・ライニング補修のための継ぎ目箇所の養生
  　　継ぎ目を中心に約１０cm幅に養生テープを張り付ける。剥がれを張り合わせた部分の隣の継ぎ　　　　目は接着力が弱いことが予想されるので、両側に長めに養生テープを張る。

・ライニング材の調合
　　　ゴムエースＬＣの主剤と硬化剤を質量比で１：１の割合で混合用の容器にとり、ヘラで均一になるまで混合する。主剤と硬化剤の容器は必ず密栓する。

・ライニング材の塗布
  　　養生テープの内側にゴムエースＬＣを刷毛またはローラーにて塗布する。
標準塗布量　長さ１ｍあたり約４０g
・補強テープの張り付け
　　　塗布後直ちに、専用のガラスクロス製補強テープを張り付け、ライニング材に埋め込み、樹脂をよく含浸させる。

・硬化養生
　　　１６時間以上（１晩）養生する。

・トップコートの塗装
　　　翌日に硬化を確認して、市販のトップコートを塗布する。
４．　部分張り替え補修                                                        

・シート異常箇所の清掃
　　　ゴミ、水分等は取り除き、まくれあがった部分のシートは切り取って除去する。

・張り付け用シートの準備
  　　シートの切れ目から８cm以上覆うことのできる大きさに張り付け用シートを裁断する。

・接着剤塗布面の養生
  　　張り付け用シートを仮り敷きし、張り付け用シートの周囲に沿って古いシートに養生テープを張り付ける。

・脆弱なトップコートの除去
　　　接合部を中心に両側４～５㎝幅の範囲のトップコートの脆弱な部分は、ワイヤーブラシ等で除去する。

・接着剤の調合
　　　ゴムエースの主剤と硬化剤を質量比で１：１の割合で混合用の容器にとり、ヘラで均一になるまで混合する。主剤と硬化剤の容器は必ず密栓する。

・接着剤の塗布
  　　専用のクシベラ又は刷毛を用い、古いシートの養生テープで囲まれた部分にゴムエースを塗布する。標準塗布量　約０．４kg／㎡
・シートの張り付け
  　　接着剤塗布後、直ちに張り付け用シートを張り付け、ハンドローラー等で全面を圧着する。縁周りは接着剤が継ぎ目から養生テープにはみ出ることを確認する。養生テープを剥がし、はみ出たゴムエースで継ぎ目段差をシールする。

・硬化養生
　　　１６時間以上（１晩）養生する。

・トップコートの塗布
　　　翌日に硬化を確認して、市販のトップコートを塗布する。
５．　ウレタン防水材塗り重ね補修
  　ウレタン防水材の塗り重ねは、高耐久性防水を期待したい場合、鳥害等で面での補修が必要な場合、またはゴムシートを撤去せずにウレタン防水材で改修を行う場合に行う。前もって接合部剥がれ補修やシート異常部の張り替え補修等を行い、その上にウレタン防水材を施工する。

・補修箇所のシート表面の清掃
ゴムシートの清掃を行う。脆弱なトップコートがあれば、除去する。

・シート接合部剥がれの補修
シート接合部剥がれの補修の施工要領に従って接合部剥がれを補修する。

・シート張り替え補修
張り替えが必要であると認められた箇所を、部分張り替え補修の施工要領に従って張り替える。
・プライマーの調合
　　　ゴムエースＰの主剤と硬化剤を質量比で２：１の割合で混合用の容器にとり、へらで均一になるまで混合する。主剤と硬化剤の容器は必ず密栓する。

・プライマーの塗布
  　　ローラーを用い、シートにゴムエースを塗布する。
標準塗布量　約０．１５～０．２kg／㎡
・硬化養生
　　　指触乾燥するまで養生を行う。

・ウレタン防水材の塗布
　　　製造業者の施工要領に従い、ウレタン防水材を施工する。ただし、ウレタンプライマーを改めて塗布する必要はない。
